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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの
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1  自己評価及び外部評価結果
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法人名 株式会社　健康第一調剤薬局

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2296900083-00&PrefCd=22&VersionCd=022

評価結果市町村受理日平成30年1月17日 平成30年2月22日

事業所番号

訪問調査日 平成30年2月1日

建物は明るく広く、フロア、廊下、居室などゆったりしています。1日の流れは概ね決めてあり、
メリハリのある生活を送っています。認知予防に力を入れており、毎日工夫を凝らして行って
います。車椅子の方も、歩行器を使用し歩行したり、手すりを持った訓練をやっています。毎
月、行事担当職員が決まっており2か月前位から計画を立て、初詣、、運動会や鍋、カレー作
り、年賀状を書いたり、外出では、イチゴ狩りや蕎麦屋に行ったり、桜、つつじ、紫陽花、コスモ
スを観に出掛け季節感を感じたり、夏祭り、地域の屋台見学など楽しみのある生活が送って
頂けるように考えています。管理者が看護師であり、協力医の先生と連携がとれており、看取
りもおこなっています。
【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
堅固な建物なことから災害時には百名の受入が磐田市から割り当てられ、また駅前という利
便性から中学生の職場体験は浜松市からもあります。例えば、運営推進会議で「職員の名前
がわかるようにして欲しい」と挙がれば速やかに名前を付した写真掲示をおこない、「誠実で」
「早い」をモットーにしており、本年１月からは定年も６５歳まで延長させて６０代を迎える職員
に喜ばれています。正月の書初めや俳句では其々の達筆さが披露され、いちご狩りや見附天
神への遠足には職員が下調べを繰り返す等有用感の満ちた暮らしから、家族が此処で本人
が造った達磨（クラフト）を墓石に模したというエピソードも生まれています。

基本情報リンク先

静岡県磐田市二之宮東２１－４所在地

グループホーム　こもれび　つつじ



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営2296900083

1 （1） ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.ph
p?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&Jigy
osyoCd=2296900083-
00&PrefCd=22&VersionCd=022

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホーム　こもれび　つつじ）

施設では、身体拘束について勉強会を開き、
職員が周知徹底できるようにしている。利用
者が入浴時は、観察し、内出血や傷に注意
している。又、職員から報告をうけ確認してい
る。介護記録には残している。

運営推進会議には、市や包括の方に出席し
てもらい、グループホームの実情を報告して
いる。毎月市には、入居状況を報告し、事業
者連絡会に出席している。毎月市から、介護
相談員が訪問し、入居者から話を聞いてい
る。

運営推進会議には市役所介護保険課、地域包
括支援センター職員が並んでくださり、また月１
回磐田市が開催する事業所連絡会に事業所も
欠かさず出席して連携に努めています。他にも
毎月１回介護相談員の来訪があり、相談員事業
に係る会議にも参加するようにしています。

　

身体拘束0宣言を掲示し、施設全体で取り組
んでいる。身体拘束に関する説明書、経過
観察記録を用意した。事故のありそうな利用
者は、カンファレンスを行い職員間で統一を
図っている。転倒のあった利用者には、家族
に説明しセンサーを設置したり、見守りを強
化している。

ゆったりとしたスペースで、ユニット間も自由に行
き来できていて閉塞感はないものの、戸外に出
るにはエレベーター操作が必要なことで職員の
配慮が求められる設計です。エレベーター付近
に歩いていく様子を察知して、早め早めの対応
に努め、戸外に出たいときは付添っています。

認知症とその家族が全国をマラソンして走る
ラン伴で磐田の中継所として利用者と一緒に
応援した。防災では、福祉避難所として協力
している。地域の飲食店や施設には事前に
連絡をとり、受け入れてもらっている。

2月に1回、民生委員2名、市介護保険課1
名、包括支援センター1名、家族1名の方に
出席頂き開催している。職員体制、苦情に対
しての取組、医療体制、1日の流れなど、毎
回内容を変えて、報告をしている。質問につ
いてはその場で答えている。

事業所としては特段ゴールを設けてはいません
が、運営推進会議があることで「事業所の実情
を知ってもらえている」充足感があり、地域包括
支援センター職員からは「風邪もひいていないの
にマスクはいかがなものか（表情がみえたほうが
いい）」と貴重な意見も得ています。

昨年はグループホームの目標を掲げると計
画を立て、施設内に掲示した。①明るく笑顔
で挨拶をする。②常に向上心を持って、昨日
より今日自己成長しましょうと立てた。挨拶は
いつもできており、資格取得に向け勉強する
職員もおり計画は実践できたが浸透したか
は疑問です。

前回の外部評価で目標に掲げた通り、理念は
「目標」という形に落とし込み、実践に繋げていま
す。特に「向上心～自己成長」については、介護
福祉士と介護支援専門員へと２名ずつ受験し、
他にも２名が実践者研修に通っていて、職員の
意欲の高さが伝わります。

挨拶をはじめとする目標は職員の意識に
反映しており、達成に向かっていることは
覗えますが、振り返りシートや相互チェッ
ク等客観的に測れるツールを用意するこ
とを期待します。

夏祭りには、沢山の家族に参加してもらっ
た。秋祭りには、屋台が施設内に入り、子供
達の踊りを観たり、市民マラソンでは、施設
の前で応援した。地域のボランティアにも慰
問してもらっている。中学生の福祉実習も受
け入れた。

見附天神では社務所前、小國神社では本殿前
での駐車の許可がもらえたり、元町珈琲では席
の確保がスムーズだったりと、何かある度に地
域の温かな支援を受けることができています。そ
の一方で、清掃活動などの自治活動に関われて
いません。

寿司、ケーキ、和菓子の職人を招いたり、
花屋さんのフラワーアレンジメント等、商
店街の皆さんとの協働や相互支援が進む
ことを期待します。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　こもれび　つつじ）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

施設内では、研修を毎月行っている。認知症
実践者研修を2名受講し終了した。介護福祉
士取得に向け2名勉強している。法人より実
務者研修の費用の半分の補助がでている。
ケアマネの試験に2名受験し、現在実務研修
を受けている。

他の機関での研修に参加し、サービスの向
上を目指している。市の事業者連絡会に出
席している。6月から他のグループホームが
同一法人になったので、少しずつ職員が研
修に行き学んでいる。

管理者は普段から職員の意見に耳を傾けて
いる。年2回、職員は自己評価表、悩みを記
入し、提出している。その表をみながら管理
者は職員と個人面談を行い、本人の要望や
意見を聞き、反映している。事故報告書や毎
日のミーティングで改善案を聞いている。

夕方にはカンファレンス的な申し送りが毎日、職
員会議が月１回、事故の検討会議やサービス担
当者会議と、協議の場は比較的多くあり、職員
は個々に管理者へ直接質問や確認をしてきてお
り、風通しの良い状況にあります。

風通しが良いことから、現状維持が叶うよ
う本部による職員アンケートの実施もある
と、なお良いと思います。

勤務年数の応じて給与の上乗せがあり、資
格手当を支給している。今年から定年を60歳
から65歳に延ばした。時間外勤務がほぼな
い。個人面接の時、本人の良い所を話してい
る。休み希望を聞いて全員希望通りにとれて
いる。

契約前には、本人と家族が施設を見学し、契
約を交わす時も十分な説明を行い、理解、納
得の上で契約を交わしている。サービス提供
加算を変更する時は、全家族に説明を行い、
承諾書を頂いた後に変更した。

面会時、職員から家族に近況を報告してい
る。面会、介護計画変更時家族から意見や
要望を聞いている。家族から出た要望は、カ
ンファレンスを行い、解決案を出し家族に報
告している。職員の名前がわからないに対し
て名前と写真をフロアに貼りだした。

面会時間はインフルエンザが心配される期間は
短縮していますが、一言声をかけてもらえれば
受けいれていて、夫妻で入居の二人には娘が父
親の好みの新聞持参で毎日訪れています。事業
所の「こもれび通信」を遠くに住む次男に長男が
送っている家庭もあります。

日常生活自立支援事業や成年後見制度は
勉強したことはあるが、理解は不十分であ
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　こもれび　つつじ）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

席の配置については、気の合う利用者同
士、状態の同じ利用者同士を隣席にしたり、
トラブルがある時は席の配置を変えている。
又、自由に席を移動し談笑する様子がある。
話の少ない利用者には職員が声掛けを多く
している。全員が参加出来るレクを行ってい
る。

家族が面会に来やすい雰囲気を作り、面会
には沢山来てもらっている。面会時、家族と
の時間を大切にしてもらえるように居室にて
過ごしてもらっている。毎月1か月の様子が
わかるように、こもれび通信を発行している

面会時、笑顔で挨拶し、今後も面会に来て頂
けるように心がけている。家族、兄弟、友人、
近所の方など面会に来ている。行事にも家
族に参加してもらっている。自宅に帰ったり、
お祭りを見学している。家族や友人に手紙、
年賀状を出している。外出、外泊、面会は自
由。

家族は孫も訪れるほか、教え子をはじめ以前の
勤務先の知人の来訪もあります。職員が「笑顔
で出迎え」「すぐお茶、椅子をだす」ことが身につ
いていてウエルカムな環境を整えています。りん
ご１００％ジュース等、これまで続けていたものを
家族に届けてもらっている人も何人かいます。

本人と家族の意向を聞き取り、その意向に沿
えるような介護を心掛けている。サービスを
導入する時、管理者と職員と担当者会議を
行い、計画書に基づいて支援している。

毎日の生活のなかで洗濯物干し、洗濯物た
たみ、テーブル拭き、食事の前の挨拶など本
人の出来る事で役割をもって生活を送ってい
る。毎月のレクでは、カレーや稲荷ずしや
ケーキを作りなど入居者、職員一緒に楽しく
作っている。

入居時は、本人の困っている事、不安な事、
要望、入居前の様子を聞き、支援に結びつ
けている。

入居時家族の困っている事、不安な事、要望
を聞き、コミニュケーションを大切に何でも
言って頂ける信頼関係作りに努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　こもれび　つつじ）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

介護記録は、日々の様子やケアの実践を記
録し、職員間で情報を共有している。申し送
りは、朝、夕2回行い、報告し、気づいた点は
見直しをしている。さらに、変わった事は全職
員に共有できるように連絡ノートに記入して
いる。

体調が悪い時は、頻回にバイタル測定をし対
応している。眼科や整形外科の受診に付き
添う事がある。家族の要望で、毎日ヨーグル
トやヤクルトを飲んだり、3日おきにビタミン剤
を飲んだり、酸素ボンベは毎日残量を確認し
交換している。

施設には、1日の流れはあるが、一人ひとり
の病気や体力に合わせて臥床、離床してい
る。夜間は不安になり、何度も起きてくる利
用者がいるが、安心できるまでその都度職
員は寄り添い話を聞きいている。

本人と家族の意向を聞き取り、ケアマネと職
員とカンファレンスを行い、意見を出し合い、
介護計画書を立て、ケアに繋げている。モニ
タリングも本人と家族に話を聞いている。

各ユニットの計画作成担当者（内１名は介護支
援専門員）が申し送りを通じて２表のサービス内
容を伝達していて、職員がそれを忠実に実行す
ることに因って、計画作成担当者が再び申し送り
で過不足を伝えてと、日々カンファレンス、モニタ
リングが叶っています。

入居前の生活の様子を聞いている。入居後
は、入浴時や職員と1体1となった時、本人が
もらす話から、思いを聞きだしている。定期的
に介護計画書を作成前に本人と家族の要望
を聞き、カンファレンスをし、本人に合った生
活支援が出来るようにしている。

以前は居室担当制を敷いたこともありましたが
思い入れが強くなる傾向があった為、現在は「皆
で全員を」という形式に戻しています。本人から
普段こぼれた言葉は介護記録で残し、介護計画
書の見直しの都度（６ヶ月毎）アセスメントにも反
映させています。

これまでの起床、就寝時間、職業、趣味、好
きな事をアセスメントし、生活に取り入れてい
る。家族からも情報収集している。教師に
は、食事前に挨拶をしてもらい、縫い物が得
意な方には雑巾やほころびを縫ってもらって
いる。

退所した時はとてもよくやって頂いたと家族
から感謝された。その後は、家族と連絡を
とっていないが、噂でよくやってくれた、グ
ループホームで作ったダルマを家族が気に
入り墓にそのダルマを作ったと聞いた。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　こもれび　つつじ）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年2回磐田消防署立ち合いで利用者が参加
し地震と風水害の避難訓練を行った。又、グ
ループホームの職員による災害伝言を夜間
やった。伝言は途中で切れたり、内容が変
わってしまうことがあった。磐田市の福祉避
難所となっている。

以前消防署の指導にあった「タオル、ハンカチで
口と鼻を覆ってください」といった助言も取り入れ
て、毎回消防署職員立ち合いも下、３施設合同
で年２回建物全体での訓練を実施しています。
職員間での伝達訓練は、伝え漏れ等の不備が
あり課題を残しています。

次年度は職員の伝達改善とともに、災害
伝言ダイヤルの訓練を家族を交えておこ
なえると、なお良いと思います。

重度化や終末期は、利用者、家族の思い、
生き方を尊重し、家族と協力医と事業所は話
会いを持ち、本人、家族の希望と事業所で出
来る合意の所で支援していく。協力医は突発
的な病状の変化にも24時間対応できる体制
をとってくれている。

契約時に「看取りをおこなう事業所である」ことを
家族には伝え、延命治療の有無等も含み書面
合意もあります。開設から数年の内に４名の看
取りをおこなっていますが、熱心な協力医にも支
えられ無事お見送りできており、職員の心配や
不安への聞き取りも実施しています。

入所する時、全員に延命処置は望むか、望
まないか、決めていないを選んでもらってい
る。看護師が職員に応急手当やADEやり方
を研修で教えている。病院で行った救急研修
にも参加した。急変時は、施設長(看護師)に
連絡し指示を仰いでいる。

介護職はいつもと違うと感じた時は、24時間
看護師に報告し、支持を仰いでいる。細かな
事でも看護師に報告し、相談している。職場
内に看護師がいるので浣腸など医療行為が
いつでもできている。看護師は協力医と連携
をとっている。

入院した時は訪問し、本人の様子を聞いてく
る。又、情報提供をしている。退院時は退院
カンファレンスに参加し医師、相談員、看護
師、理学療法士から情報収集している。病院
に、毎月空き情報を報告している。

イチゴ狩りは、定休日の日に営業してもら
い、グループホームの利用者のみでイチゴ
狩りが出来た。神社の初詣、紅葉狩りには、
近くの駐車場に止め、飲食店では、車椅子が
出入りしやすい場所に配慮してもらった。

入居と同時に協力医に変えてもらい、月1回
定期的に往診してもらっている。協力医は休
日、夜間24時間対応できる体制を確保して
る。体調が悪い時は、連絡をし対応しても
らっている。職員は全面的に協力医を信頼し
ている。

２４時間、土日も対応くださる協力医が月１回訪
問診療に来所しています。心配な症状があれば
回数を増やしたり、看取りには毎日として親身な
関わりをもってくださり、また随時「診療計画書」
も発信して、家族・事業所と厚い信頼を築いてい
る頼もしい協力医です。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　こもれび　つつじ）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

腎臓食、カロリ―制限食、刻み食、ソフト食、
トロミを付けたり対応している。毎食とおやつ
の摂取量、水分を把握し、食事の様子を観
察し、体調管理をしている。食事が食べれな
い時、高カロリードリンクを購入してもらい飲
んでいる。

毎食が一人ひとり口腔ケアを行っている。出
来ない方には一部介助、全介助を行ってい
る。出来る方にも声かけをしている。入れ歯
は洗浄液につけている。訪問歯科で治療し
ている方もいる。歯科衛生士による勉強会を
行った。

男性は、髭の手入れをし、女性は、手が上が
らない人には、髪を束ねる支援をしたり、眉
を書いたりしている。本人の意志で服を選ん
でいる人もおり、毎日お化粧している人もい
る。洗顔や服の着脱の介助を支援している。
毎月美容師が訪問している。

出来る利用者には、テーブル拭き、給仕を手
伝ってもらっている。利用者全員でカレー、稲
荷寿司、おやつを作ったり、季節の行事食
（おせち料理、年越しそばなど）、握りずしを
握って食べたり、魚の解体ショー見たり、蕎
麦屋、コーヒー店に出掛ける事もある。

１階にある厨房で衛生的な調理が用意されてい
ますが、本人に意向があれば配膳や簡単な洗い
物を手伝ってもらうこともあります。お誕生会で
はケーキと決めず、本人の好きなものや皆で作
りたいものを堪能しており、厨房でもブリの解体
ショー等イベント食にもチャレンジしています。

出来るだけ希望に添えられるように心がけて
いるが、時間が決められているものもあり、
できないものもある。無理強いする事のない
ように、本人の意志も取り入れ入浴や臥床し
ている。希望を聞いて行事担当が外出場所
を決めている。

一日の流れがあり、皆で一緒にレクや運動を
する時があるが、それ以外の時間は本人の
ペースで休憩したり、テレビを見たりし自由に
過ごしている。その方のペースで生活出来る
ように寝たり、起きたり個々の対応をしてい
る。

一人ひとり性格も違い、抱えている不安も違
うので、本人に寄り添った言葉がけを心掛け
ている。排泄面では、プライドを傷つけないよ
うに、トイレ介助に付く人や付かない人と分け
て、慎重に対応している。

介護職とのプロ意識の前に自らのパーソナリティ
が出てしまう職員もいますが、そういった場面を
見過ごさず管理者に他職員から情報が届いてお
り、注意克己や面談につなげることができ、利用
者本位の暮らしとなるよう図られています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　こもれび　つつじ）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

利用者に希望を聞いて、イチゴ狩り、花見、
紅葉狩りなど季節を感じられるようにしてい
る。バスを利用した時は家族も一緒に公園に
行った。食事は蕎麦屋、コーヒー店など外食
した。家族と自宅に帰ったり、買い物、温泉に
行ったりして気分転換を図っている方もい
る。

「平日には市のシャトルバスが利用できるみたい
です」と職員が耳にして「竜洋しおさい公園」への
遠足が実現できたこともあり、職員は常日頃から
外出支援の情報収集を気にかけていて、こまめ
なドライブ外出が叶っています。中での歩行訓練
はありますが、戸外散歩はおこなえていません。

交通量のことを考慮すれば散歩にはリス
クも伴うため、ドライブ外出をもう少し増や
して、現地での散策が月１回以上おこな
えたら、なお良いと思います。

個人のカルテに薬の情報を入れ、いつでも
目的、副作用、用法、用量が見られるように
している。薬の変更がある時は、職員全員に
わかるように連絡ノートに書いている。個人
の検温表の欄に薬の開始時期を記入してい
る。

利用者の生活歴、趣味など活かせるように、
生活の中に取り入れている。生活の中で洗
濯干しや畳み、縫い物など役割をもっても
らっている。月に1度、外出、外食し気分転換
を図っている。家族が面会時嗜好品を持って
きて食べている。

おおむね曜日、時間は決めてあるが、本人
の体調や都合により変更したり、拒否のある
時は無理強いせず、曜日を変更している。
又、入るのを拒否する人に対しては、入りたく
なるような言葉がけや入るタイミングを合わ
せている。

週２回の入浴を目安とし、これ以上「入りたい」と
しても実現が難しいスケジュール、職員配置で
す。現状「入りたい」人はなく、拒否への声掛けと
日の変更に工夫が必要なことが多く、ゆず等の
かわり湯や一番風呂の要望に応え、リフト付シャ
ワーキャリーも備えて安全を図っています。

環境の整備（居室の温度、湿度、灯り等］安
眠できるようにしている。寒い日は、エアコン
を付けたり、乾燥時は加湿器を付けている。
利用者の体調に合わせて昼寝したり、自分
で就寝時間を決めている。

排泄に行った時間を記録して、どのくらいの
間隔でトイレに行くかわかるようにしている。
便意、尿意が訴えない方は、時間で誘導した
り、様子からトイレに連れていったり、立位が
困難な方で毎日3回トイレに座らせている方
もいる。なるべく布パンツを使用している。

チェック表をつけ、個々の状態や癖を職員が掴
んだ対応をおこなってはいますが、維持する人、
できなくなった人、認知症は進んだのに排泄状
況は向上した人と、相関関係が不明で成果はま
ちまちです。職員は家族の費用負担経験に絡
み、パットの検討もおこなっています。

毎日、歩行訓練やラジオ体操を行い、腸の蠕
動運動を促している。利用者は、それぞれ排
便習慣があるので、回数、排便時間、性状な
ど理解して、その人に会った介助をしてい
る。水分摂取は一日5回とっている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　こもれび　つつじ）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

全廊下には手すりが付いており、トイレには
トイレの絵を掲示しわかりやすくしている。手
すりを利用し、下肢のトレーニングを実施して
いる。くすのきとつつじの広いフロアと廊下を
利用して、歩行練習をしている。テーブルは
角のない楕円形をしている。

フロアの席は気の合う利用者同士配慮して
いる。トラブルになった場合は席や居室を変
える事もある。居室で過ごしたい方は居室で
過ごす方もいるが、時々声掛けしている。ソ
ファーで談笑する方もある。つつじとくすのき
の利用者も自由に行き来している。

居室には使い慣れた家具、姿見、マッサージ
機などがあり、思いでの家族の写真、品物が
飾ってある。自分で作った布団で寝ている方
や畳みを入れている方もいる。

洗面台とベット、カーテンが予め備わってはいま
すが、其々その人らしい持ち込みが見られます。
テレビやデッキの他、数度しか使うことはなかっ
たとはいえ電話機が置かれていたり、立ち上が
りの難が進んだことから高さの異なる椅子が増
えている居室もあります。

家族や本人の希望で携帯電話を持ち込み電
話をしている方がいる。時々手紙を出してい
る方もいる。利用者全員が家族や知人に年
賀状を出せるように支援している。

フロア、廊下、居室、トイレなど明るく、ゆった
りとした空間です。自分の居室がわかりやす
いように好きな花や物を目印にしている。壁
画は利用者が制作した物を季節に合わせて
飾っている。施設の玄関には、いつも花があ
り、ロビーには大きな絵画が飾ってある。

広々としたスペースをとり、ユニット間の往来も円
滑なため、自由度の高さが感じられます。また以
前ピアノを弾いていた人にはグランドピアノ、生
き物が好きな人には鳥というように居室には本
人と符号する表札を掲げ、トイレの表示もわかり
やすいマークとなっています。

利用者よりお金を預かり、外出時に好きな物
を買ったり食べたりしている。施設内でおや
つを作ったりしている。月末に集計して、家族
に報告している。本人がお金を持って安心で
きるなら、少し持っている方もいる。
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平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○
○

○
62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2296900083-00&PrefCd=22&VersionCd=022 堅固な建物なことから災害時には百名の受入が磐田市から割り当てられ、また駅前という利
便性から中学生の職場体験は浜松市からもあります。例えば、運営推進会議で「職員の名前
がわかるようにして欲しい」と挙がれば速やかに名前を付した写真掲示をおこない、「誠実で」
「早い」をモットーにしており、本年１月からは定年も６５歳まで延長させて６０代を迎える職員
に喜ばれています。正月の書初めや俳句では其々の達筆さが披露され、いちご狩りや見附天
神への遠足には職員が下調べを繰り返す等有用感の満ちた暮らしから、家族が此処で本人
が造った達磨（クラフト）を墓石に模したというエピソードも生まれています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成30年2月1日

所在地 静岡県磐田市二之宮東２１－４

自己評価作成日 平成30年1月17日 評価結果市町村受理日 平成30年2月22日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2296900083 建物は明るく広く、フロア、廊下、居室などゆったりしています。1日の流れは概ね決めてあり、
メリハリのある生活を送っています。認知予防に力を入れており、毎日工夫を凝らして行って
います。車椅子の方も、歩行器を使用し歩行したり、手すりを持った訓練をやっています。毎
月、行事担当職員が決まっており2か月前位から計画を立て、初詣、、運動会や鍋、カレー作
り、年賀状を書いたり、外出では、イチゴ狩りや蕎麦屋に行ったり、桜、つつじ、紫陽花、コスモ
スを観に出掛け季節感を感じたり、夏祭り、地域の屋台見学など楽しみのある生活が送って
頂けるように考えています。管理者が看護師であり、協力医の先生と連携がとれており、看取
りもおこなっています。

法人名 株式会社　健康第一調剤薬局

事業所名 グループホーム　こもれび　くすのき



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営2296900083

1 （1） ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.ph
p?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&Jigy
osyoCd=2296900083-
00&PrefCd=22&VersionCd=022

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

施設では、身体拘束について勉強会を開き、
職員が周知徹底できるようにしている。利用
者が入浴時は、観察し、内出血や傷に注意
している。又、職員から報告をうけ確認してい
る。介護記録には残している。

運営推進会議には、市や包括の方に出席し
てもらい、グループホームの実情を報告して
いる。毎月市には、入居状況を報告し、事業
者連絡会に出席している。毎月市から、介護
相談員が訪問し、入居者から話を聞いてい
る。
身体拘束0宣言を掲示し、施設全体で取り組
んでいる。身体拘束に関する説明書、経過
観察記録を用意した。事故のありそうな利用
者は、カンファレンスを行い職員間で統一を
図っている。転倒のあった利用者には、家族
に説明しセンサーを設置したり、見守りを強
化している。

夏祭りには、沢山の家族に参加してもらっ
た。秋祭りには、屋台が施設内に入り、子供
達の踊りを観たり、市民マラソンでは、施設
の前で応援した。地域のボランティアにも慰
問してもらっている。中学生の福祉実習も受
け入れた。

2月に1回、、民生委員2名、市介護保険課1
名、包括支援センター1名、家族1名の方に
出席頂き開催している。職員体制、苦情に対
しての取組、医療体制、1日の流れなど、毎
回内容を変えて、報告をしている。質問につ
いてはその場で答えている。

外部評価

実践状況

昨年はグループホームの目標を掲げると計
画を立て、施設内に掲示した。①明るく笑顔
で挨拶をする。②常に向上心を持って、昨日
より今日自己成長しましょうと立てた。挨拶は
いつもできており、資格取得に向け勉強する
職員もおり計画は実践できたが浸透したか
は疑問です。
夏祭りには、沢山の家族に参加してもらっ
た。秋祭りには、屋台が施設内に入り、子供
達の踊りを観たり、市民マラソンでは、施設
の前で応援した。地域のボランティアにも慰
問してもらっている。中学生の福祉実習も受
け入れた。

静岡県（グループホーム　こもれび　くすのき）

自
己

外
部

項　　目
自己評価
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　こもれび　くすのき）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

施設内では、研修を毎月行っている。認知症
実践者研修を2名受講し終了した。介護福祉
士取得に向け2名勉強している。法人より実
務者研修の費用の半分の補助がでている。
ケアマネの試験に2名受験し、現在実務研修
を受けている。

他の機関での研修に参加し、サービスの向
上を目指している。市の事業者連絡会に出
席している。6月から他のグループホームが
同一法人になったので、少しずつ職員が研
修に行き学んでいる。

管理者は普段から職員の意見に耳を傾けて
いる。年2回、職員は自己評価表、悩みを記
入し、提出している。その表をみながら管理
者は職員と個人面談を行い、本人の要望や
意見を聞き、反映している。事故報告書や毎
日のミーティングで改善案を聞いている。

勤務年数の応じて給与の上乗せがあり、資
格手当を支給している。今年から定年を60歳
から65歳に延ばした。時間外勤務がほぼな
い。個人面接の時、本人の良い所を話してい
る。休み希望を聞いて全員希望通りにとれて
いる。

契約前には、本人と家族が施設を見学し、契
約を交わす時も十分な説明を行い、理解、納
得の上で契約を交わしている。サービス提供
加算を変更する時は、全家族に説明を行い、
承諾書を頂いた後に変更した。

面会時、職員から家族に近況を報告してい
る。面会、介護計画変更時家族から意見や
要望を聞いている。家族から出た要望は、カ
ンファレンスを行い、解決案を出し家族に報
告している。職員の名前がわからないに対し
て名前と写真をフロアに貼りだした。

日常生活自立支援事業や成年後見制度は
勉強したことはあるが、理解は不十分であ
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　こもれび　くすのき）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

席の配置については、気の合う利用者同
士、状態の同じ利用者同士を隣席にしたり、
トラブルがある時は席の配置を変えている。
又、自由に席を移動し談笑する様子がある。
話の少ない利用者には職員が声掛けを多く
している。全員が参加出来るレクを行ってい
る。

家族が面会に来やすい雰囲気を作り、面会
には沢山来てもらっている。面会時、家族と
の時間を大切にしてもらえるように居室にて
過ごしてもらっている。毎月1か月の様子が
わかるように、こもれび通信を発行している

面会時、笑顔で挨拶し、今後も面会に来て頂
けるように心がけている。家族、兄弟、友人、
近所の方など面会に来ている。行事にも家
族に参加してもらっている。自宅に帰ったり、
お祭りを見学している。家族や友人に手紙、
年賀状を出している。外出、外泊、面会は自
由。

本人と家族の意向を聞き取り、その意向に沿
えるような介護を心掛けている。サービスを
導入する時、管理者と職員と担当者会議を
行い、計画書に基づいて支援している。

毎日の生活のなかで洗濯物干し、洗濯物た
たみ、テーブル拭き、食事の前の挨拶など本
人の出来る事で役割をもって生活を送ってい
る。毎月のレクでは、カレーや稲荷ずしや
ケーキを作りなど入居者、職員一緒に楽しく
作っている。

入居時は、本人の困っている事、不安な事、
要望、入居前の様子を聞き、支援に結びつ
けている。

入居時家族の困っている事、不安な事、要望
を聞き、コミニュケーションを大切に何でも
言って頂ける信頼関係作りに努めている。

13/18



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　こもれび　くすのき）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

介護記録は、日々の様子やケアの実践を記
録し、職員間で情報を共有している。申し送
りは、朝、夕2回行い、報告し、気づいた点は
見直しをしている。さらに、変わった事は全職
員に共有できるように連絡ノートに記入して
いる。

体調が悪い時は、頻回にバイタル測定をし対
応している。眼科や整形外科の受診に付き
添う事がある。家族の要望で、毎日ヨーグル
トやヤクルトを飲んだり、3日おきにビタミン剤
を飲んだり、酸素ボンベは毎日残量を確認し
交換している。

施設には、1日の流れはあるが、一人ひとり
の病気や体力に合わせて臥床、離床してい
る。夜間は不安になり、何度も起きてくる利
用者がいるが、安心できるまでその都度職
員は寄り添い話を聞きいている。

本人と家族の意向を聞き取り、ケアマネと職
員とカンファレンスを行い、意見を出し合い、
介護計画書を立て、ケアに繋げている。モニ
タリングも本人と家族に話を聞いている。

入居前の生活の様子を聞いている。入居後
は、入浴時や職員と1体1となった時、本人が
もらす話から、思いを聞きだしている。定期的
に介護計画書を作成前に本人と家族の要望
を聞き、カンファレンスをし、本人に合った生
活支援が出来るようにしている。

これまでの起床、就寝時間、職業、趣味、好
きな事をアセスメントし、生活に取り入れてい
る。家族からも情報収集している。教師に
は、食事前に挨拶をしてもらい、縫い物が得
意な方には雑巾やほころびを縫ってもらって
いる。

退所した時はとてもよくやって頂いたと家族
から感謝された。その後は、家族と連絡を
とっていないが、噂でよくやってくれた、グ
ループホームで作ったダルマを家族が気に
入り墓にそのダルマを作ったと聞いた。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　こもれび　くすのき）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年2回磐田消防署立ち合いで利用者が参加
し地震と風水害の避難訓練を行った。又、グ
ループホームの職員による災害伝言を夜間
やった。伝言は途中で切れたり、内容が変
わってしまうことがあった。磐田市の福祉避
難所となっている。

重度化や終末期は、利用者、家族の思い、
生き方を尊重し、家族と協力医と事業所は話
会いを持ち、本人、家族の希望と事業所で出
来る合意の所で支援していく。協力医は突発
的な病状の変化にも24時間対応できる体制
をとってくれている。

入所する時、全員に延命処置は望むか、望
まないか、決めていないを選んでもらってい
る。看護師が職員に応急手当やADEやり方
を研修で教えている。病院で行った救急研修
にも参加した。

介護職はいつもと違うと感じた時は、24時間
看護師に報告し、支持を仰いでいる。細かな
事でも看護師に報告し、相談している。職場
内に看護師がいるので浣腸など医療行為が
いつでもできている。看護師は協力医と連携
をとっている。

入院した時は訪問し、本人の様子を聞いてく
る。又、情報提供をしている。退院時は退院
カンファレンスに参加し医師、相談員、看護
師、理学療法士から情報収集している。病院
に、毎月空き情報を報告している。

イチゴ狩りは、定休日の日に営業してもら
い、グループホームの利用者のみでイチゴ
狩りが出来た。神社の初詣、紅葉狩りには、
近くの駐車場に止め、飲食店では、車椅子が
出入りしやすい場所に配慮してもらった。

入居と同時に協力医に変えてもらい、月1回
定期的に往診してもらっている。協力医は休
日、、夜間24時間対応できる体制を確保して
る。体調が悪い時は、連絡をし対応しても
らっている。職員は全面的に協力医を信頼し
ている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　こもれび　くすのき）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

腎臓食、カロリ―制限食、刻み食、ソフト食、
トロミを付けたり対応している。毎食とおやつ
の摂取量、水分を把握し、食事の様子を観
察し、体調管理をしている。食事が食べれな
い時、高カロリードリンクを購入してもらい飲
んでいる。

毎食が一人ひとり口腔ケアを行っている。出
来ない方には一部介助、全介助を行ってい
る。出来る方にも声かけをしている。入れ歯
は洗浄液につけている。訪問歯科で治療し
ている方もいる。歯科衛生士による勉強会を
行った。

男性は、髭の手入れをし、女性は、手が上が
らない人には、髪を束ねる支援をしたり、眉
を書いたりしている。本人の意志で服を選ん
でいる人もおり、毎日お化粧している人もい
る。洗顔や服の着脱の介助を支援している。
毎月美容師が訪問している。

出来る利用者には、テーブル拭き、給仕を手
伝ってもらっている。利用者全員でカレー、稲
荷寿司、おやつを作ったり、季節の行事食
（おせち料理、年越しそばなど）、握りずしを
握って食べたり、魚の解体ショー見たり、、蕎
麦屋、コーヒー店に出掛ける事もある。

出来るだけ希望に添えられるように心がけて
いるが、時間が決められているものもあり、
できないものもある。無理強いする事のない
ように、本人の意志も取り入れ入浴や臥床し
ている。希望を聞いて行事担当が外出場所
を決めている。

一日の流れがあり、皆で一緒にレクや運動を
する時があるが、それ以外の時間は本人の
ペースで休憩したり、テレビを見たりし自由に
過ごしている。その方のペースで生活出来る
ように寝たり、起きたり個々の対応をしてい
る。

一人ひとり性格も違い、抱えている不安も違
うので、本人に寄り添った言葉がけを心掛け
ている。排泄面では、プライドを傷つけないよ
うに、トイレ介助に付く人や付かない人と分け
て、慎重に対応している。

16/18



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　こもれび　くすのき）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

利用者に希望を聞いて、イチゴ狩り、花見、
紅葉狩りなど季節を感じられるようにしてい
る。バスを利用した時は家族も一緒に公園に
行った。食事は蕎麦屋、コーヒー店など外食
した。家族と自宅に帰ったり、買い物、温泉に
行ったりして気分転換を図っている方もい
る。

個人のカルテに薬の情報を入れ、いつでも
目的、副作用、用法、用量が見られるように
している。薬の変更がある時は、職員全員に
わかるように連絡ノートに書いている。個人
の検温表の欄に薬の開始時期を記入してい
る。

利用者の生活歴、趣味など活かせるように、
生活の中に取り入れている。生活の中で洗
濯干しや畳み、縫い物など役割をもっても
らっている。月に1度、外出、外食し気分転換
を図っている。面会時家族に嗜好品を持って
きて食べている。

おおむね曜日、時間は決めてあるが、本人
の体調や都合により変更したり、拒否のある
時は無理強いせず、曜日を変更している。
又、入るのを拒否する人に対しては、入りたく
なるような言葉がけや入るタイミングを合わ
せている。

環境の整備（居室の温度、湿度、灯り等］安
眠できるようにしている。寒い日は、エアコン
を付けたり、乾燥時は加湿器を付けている。
利用者の体調に合わせて昼寝したり、自分
で就寝時間を決めている。

排泄に行った時間を記録して、どのくらいの
間隔でトイレに行くかわかるようにしている。
便意、尿意が訴えない方は、時間で誘導した
り、様子からトイレに連れていったり、立位が
困難な方で毎日3回トイレに座らせている方
もいる。なるべく布パンツを使用している。

毎日、歩行訓練やラジオ体操を行い、腸の蠕
動運動を促している。利用者は、それぞれ排
便習慣があるので、回数、排便時間、性状な
ど理解して、その人に会った介助をしてい
る。水分摂取は一日5回とっている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　こもれび　くすのき）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

全廊下には手すりが付いており、トイレには
トイレの絵を掲示しわかりやすくしている。手
すりを利用し、下肢のトレーニングを実施して
いる。くすのきとつつじの広いフロアと廊下を
利用して、歩行練習をしている。テーブルは
角のない楕円形をしている。

フロアの席は気の合う利用者同士配慮して
いる。トラブルになった場合は席や居室を変
える事もある。居室で過ごしたい方は居室で
過ごす方もいるが、時々声掛けしている。ソ
ファーで談笑する方もある。つつじとくすのき
の利用者も自由に行き来している。

居室には使い慣れた家具、姿見、マッサージ
機などがあり、思いでの家族の写真、品物が
飾ってある。自分で作った布団で寝ている方
や畳みを入れている方もいる。

家族や本人の希望で携帯電話を持ち込み電
話をしている方がいる。時々手紙を出してい
る方もいる。利用者全員が家族や知人に年
賀状を出せるように支援している。

フロア、廊下、居室、トイレなど明るく、ゆった
りとした空間です。自分の居室がわかりやす
いように好きな花や物を目印にしている。壁
画は利用者が制作した物を季節に合わせて
飾っている。施設の玄関には、いつも花があ
り、ロビーには大きな絵画が飾ってある。

利用者よりお金を預かり、外出時に好きな物
を買ったり食べたりしている。施設内でおや
つを作ったりしている。月末に集計して、家族
に報告している。本人がお金を持って安心で
きるなら、少し持っている方もいる。
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